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やさしい気持ちでお手伝い

2019. 2 . 1   No.168号
社 会 福 祉 法 人 下 松 市 社 会 福 祉 協 議 会
〒744-0022　下松市大字末武下 617番地 2
　　　　　　　　下松福祉センター内
ＴＥＬ 41-2242 　  ＦＡＸ 41-2330
http://www.kudamatu-syakyo.or.jp/

　10 月に、久保小学校と中村小学校で車いすやアイマ
スク、高齢者疑似体験を行いました。
　児童の皆さんは普段できない体験ということもあり、興味津々
で真剣に取り組んでいました。体験後、「声掛けの大切さを学ん
だ」「階段を上るのが大変だった」など、色々な感想が出ていま
した。
　社会福祉協議会では福祉教育を通して、高齢者や障がい者、
子どもなど地域の皆さんが暮らしやすいまちづくりの推進に取り
組んでいます。
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地域の皆さまの善意に感謝します。

残
り
少
な
い
「
平
成
」
を
思
う

残
り
少
な
い
「
平
成
」」
を
思
う

」」

下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長  

市
川　

正
紀

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、子
ど
も
達

な
ど
の
地
域
住
民
同
士
の
交
流
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、地
区
社
会
福

祉
協
議
会
、下
松
市
共
同
募
金
委
員

会
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

ふ
れ
あ
い
交
流
ベ
ン
チ
を
市
内
の

バ
ス
停
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
で
は
、地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
会
話
を
楽
し
ま

れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。バ

ス
の
待
合
時
間
や
外
出
時
に
お
け

る
休
憩
場
所
と
し
て
も
、お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
し
て
い
ま
す
を

　第 43 回「小さな親切」運動作文コンクール
で、久保小学校 3年生の武智春香さんが応募総
数 46,323 編の中から優秀賞を受賞し、東京で
行われた表彰式に出席されました。おめでとう
ございました。
　なお、武智さんの作文は、社会福祉協議会の
HPに掲載していますので、是非ご覧ください。

小さな親切 表 彰

　

平
成
30
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

は
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
、

滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
お
気
持
ち
と
多
大

な
る
お
力
添
え
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
市
内

の
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
や
福
祉
団
体
な

ど
の
育
成
費
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
下
松
市
共
同
募
金
委
員
会
及
び

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
と
善
意
銀
行
か
ら
の
浄
財
を
、

市
内
の
福
祉
施
設
や
障
が
い
者
（
児
）、

ひ
と
り
親
世
帯
等
に
歳
末
見
舞
金
と
し

て
届
け
ま
し
た
。

地域歳末見舞金　　　　　　　　　5件 25,000 円
福祉施設見舞金　　　　　　　    6 施設 120,000 円
歳末福祉活動　　　　　　　　　  13 件 130,000 円

身体・知的障がい者（児）介護見舞金  181 件 2,880,000 円
福祉施設見舞金　　　　　　　　 6 施設 180,000 円
交通遺児等見舞金　　　　　　　　 3 件 90,000 円

歳末たすけあい募金
（下松市共同募金委員会）

善 意 銀 行
（下松市社会福祉協議会）

交
流
ベ
ン
チ

交
流
ベ
ン
チ

ふ
れ
あ
い

☆あたたかい御支援ありがとうございました。

災害義援金 （平成 30年度 4月～ 12月 日赤受付分）
● 東日本大震災義援金 5 件 160，549 円
● 平成 30年北海道胆振東部地震災害義援金
 1 件 2，000 円
● 平成 30年 7月豪雨災害義援金 1 件 30，000 円
● 山口県平成 30年 7月豪雨災害義援金
 11 件 3，922，863 円
● 熊本地震災害義援金 4 件 154，715 円
● 平成 29年 7月 5日からの大雨災害義援金
 1 件 200，000 円

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

　
　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 12,016,864円
 （平成３１年１月４日現在）

戸別募金 ・・・・・・・ 8,050,850 円
法人募金 ・・・・・・・ 1,224,362 円
職域募金 ・・・・・・・・ 325,083 円
街頭募金 ・・・・・・・・ 205,679 円
学校募金 ・・・・・・・・ 222,680 円
その他の募金 ・・・・・ 1,988,210 円

皆さまから寄せられた募金額

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の

1
年
が
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
平
素
は
、
下

松
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
諸
行
事
・
諸

活
動
等
に
温
か
い
御
支
援
・
御
協
力
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
平
成
」
と
い
う
元
号
が
使
わ

れ
る
の
も
あ
と
数
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
平
成
の
30
年
を
振
り
返
る

と
色
々
な
記
憶
が
甦
っ
て
き
ま
す
。
紙

面
の
都
合
で
ほ
ん
の
一
部
し
か
書
け
ま

せ
ん
が
、
自
分
な
り
に
感
じ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
末
期
か
ら
続
い
た
地
価
と
株
価

の
上
昇
は
、
平
成
に
入
っ
て
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
直
後
に
下
落
に
転
じ
、
バ
ブ
ル
が

崩
壊
し
ま
し
た
。
景
気
は
長
く
低
迷
し
、

貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
ま
し
た
。
後
に

「
失
わ
れ
た
20
年
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
が

普
及
し
、
多
く
の
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
利
用

し
た
り
、
発
信
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
ネ
ッ
ト
の
普
及
は
暮
ら
し
や
経
済
活

動
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
が
、
子
ど
も

達
の
「
ネ
ッ
ト
依
存
」
が
広
が
る
と
の

懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
漢
字
は
災
害
続
発
だ
っ
た
年

を
反
映
し
て
「
災
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
災
害
続
発
だ
っ
た
の
は
昨
年

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
30
年
間

に
多
く
の
大
規
模
自
然
災
害
や
未
曾
有

の
災
害
に
直
面
し
ま
し
た
。
災
害
で
犠

牲
に
な
ら
れ
た
多
く
の
方
の
御
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
世
帯
が
増
え
続
け
る
一
方
で
、
晩

婚
化
や
未
婚
化
な
ど
で
少
子
化
が
急
速

に
進
み
ま
し
た
。
つ
い
に
日
本
は
人
口
が

減
少
す
る
国
に
な
り
ま
し
た
。
働
き
手

不
足
を
克
服
す
る
た
め
、
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
拡
大
に
向
け
た
「
改
正

出
入
国
管
理
法
」
が
昨
年
12
月
に
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
支
援
策

な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
で
も
都
市
化
が
進
み
、「
で
き
れ

ば
他
人
に
関
わ
ら
な
い
」
生
活
ス
タ
イ
ル

が
広
が
り
、
地
域
の
人
間
関
係
が
一
段
と

希
薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。　

一
方
、
大
災
害
が
起
き
た
被
災
地
に
は

全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆

け
付
け
、
共
助
の
精
神
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
に
入
っ
て
日
本
人
の
ノ
ー
ベ
ル

賞
受
賞
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
大
変

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
の
日
本
人
選
手
の

活
躍
も
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍
を
大
い
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

残
り
少
な
い
「
平
成
」
の
時
代
と
新

し
い
元
号
の
時
代
が
、
皆
様
に
と
っ
て
よ

り
よ
い
時
代
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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者
や
障
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者
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ど
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達

な
ど
の
地
域
住
民
同
士
の
交
流
を

促
進
す
る
と
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も
に
、地
区
社
会
福

祉
協
議
会
、下
松
市
共
同
募
金
委
員

会
の
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

ふ
れ
あ
い
交
流
ベ
ン
チ
を
市
内
の

バ
ス
停
な
ど
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
で
は
、地
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
会
話
を
楽
し
ま

れ
、
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。バ

ス
の
待
合
時
間
や
外
出
時
に
お
け

る
休
憩
場
所
と
し
て
も
、お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
し
て
い
ま
す
を

　第 43 回「小さな親切」運動作文コンクール
で、久保小学校 3年生の武智春香さんが応募総
数 46,323 編の中から優秀賞を受賞し、東京で
行われた表彰式に出席されました。おめでとう
ございました。
　なお、武智さんの作文は、社会福祉協議会の
HPに掲載していますので、是非ご覧ください。
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度
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い
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募
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運
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は
、
皆
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ま
の
ご
理
解
、
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協
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に
よ
り
、

滞
り
な
く
実
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す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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さ
ま
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の
温
か
い
お
気
持
ち
と
多
大

な
る
お
力
添
え
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
お
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せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
市
内

の
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福
祉
活
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の
推
進
や
福
祉
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な

ど
の
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成
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と
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に
活
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だ
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ま
す
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松
市
共
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会
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福
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で
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、
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す
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と
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銀
行
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ら
の
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を
、
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内
の
福
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設
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（
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）、
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と
り
親
世
帯
等
に
歳
末
見
舞
金
と
し

て
届
け
ま
し
た
。

地域歳末見舞金　　　　　　　　　5件 25,000 円
福祉施設見舞金　　　　　　　    6 施設 120,000 円
歳末福祉活動　　　　　　　　　  13 件 130,000 円

身体・知的障がい者（児）介護見舞金  181 件 2,880,000 円
福祉施設見舞金　　　　　　　　 6 施設 180,000 円
交通遺児等見舞金　　　　　　　　 3 件 90,000 円

歳末たすけあい募金
（下松市共同募金委員会）

善 意 銀 行
（下松市社会福祉協議会）

交
流
ベ
ン
チ

交
流
ベ
ン
チ

ふ
れ
あ
い

☆あたたかい御支援ありがとうございました。

災害義援金 （平成 30年度 4月～ 12月 日赤受付分）
● 東日本大震災義援金 5 件 160，549 円
● 平成 30年北海道胆振東部地震災害義援金
 1 件 2，000 円
● 平成 30年 7月豪雨災害義援金 1 件 30，000 円
● 山口県平成 30年 7月豪雨災害義援金
 11 件 3，922，863 円
● 熊本地震災害義援金 4 件 154，715 円
● 平成 29年 7月 5日からの大雨災害義援金
 1 件 200，000 円

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」

　
　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 12,016,864円
 （平成３１年１月４日現在）

戸別募金 ・・・・・・・ 8,050,850 円
法人募金 ・・・・・・・ 1,224,362 円
職域募金 ・・・・・・・・ 325,083 円
街頭募金 ・・・・・・・・ 205,679 円
学校募金 ・・・・・・・・ 222,680 円
その他の募金 ・・・・・ 1,988,210 円

皆さまから寄せられた募金額
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下
松
市
社
会
福
祉
振
興
大
会

平
成
三
十
年
度

受受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞

おおおおおおおお
めめめめめ
で
ととととと
うううううううう

   

ごご
ざざざざざ
いいいいいいいい
ままままままま
すすすすすすすすすすす
（順順不順不順不順不不不（順（順（ 同敬同敬称敬称敬称称称同敬同同 略）略）））略）略略

山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

　

11
月
30
日
、
ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ

展
示
ホ
ー
ル
で
、
平
成
30
年
度
下
松
市

社
会
福
祉
振
興
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　

 

　
　

　　

こ
の
大
会
は
、〝 

だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
〟
を
め

ざ
し
て
、
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

地
域
福
祉
の
よ
り
一
層
の
推
進
と
社
会

福
祉
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
し
た
も
の
で
、
約
250
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
功
労
ご
と
に
表
彰
が
行

わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
者
に
國
井
市
長

か
ら
市
長
表
彰
（
2
名
）
が
、
市
川
社

会
福
祉
協
議
会
長
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
長
表
彰
（
38
名
・
1
団
体
）
が
贈
ら
れ
、

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

　　
　
　
　
　
　
　

　

式
典
終
了
後
に
は
、
廿
日
市
市
社
会

福
祉
協
議
会
長
で
広
島
文
教
女
子
大
学

非
常
勤
講
師
の
蛯
江
紀
雄
氏
に
よ
る
、

「
わ
が
地
域
、
わ
が
事
の
支
え
合
い
活
動

の
す
す
め
」
～
み
ん
な
の
出
番
づ
く
り

で
地
域
を
つ
く
る
～
と
題
し
て
の
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
こ
う
い
う
地
域
に
し
た

い
と
い
う
思
い
を
持
ち
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
参
加
し
、知
恵
を
出
し
合
い
、「
人

事
で
は
な
く
、
わ
が
事
」
と
し
て
取
り

組
む
大
切
さ
を
、
実
際
に
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
経
験
を
も
と
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
地
域
共
生

社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
「
人
間
は
生

き
方
も
考
え
方
も
違
う
。
1
つ
に
ま
と

め
る
の
で
は
な
く
、
多
様
性
を
お
互
い

が
受
け
入
れ
、
つ
な
が
り
合
え
る
地
域

社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
に
な

る
」
と
話
さ
れ
、
参
加
者
一
同
改
め
て

考
え
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

下
松
市
長
表
彰

【
社
会
福
祉
関
係
功
労
】

	
	

	

2
名

弘　

中　

佳
代
子	

（
桜　

町
）

諏　

訪　

啓　

子	

（
生
野
屋
）

下
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

【
市
社
協
・
地
区
社
協
関
係
功
労
】

	
	

	

4
名

小　

松　
　

強　

	

（
生
野
屋
）

浅　

田　

芙
美
枝	

（
末
武
中
）

寳　

迫　

和　

美	

（
末
武
下
）

近　

道　

千
佐
子	

（
河　

内
）
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下
松
市
社
会
福
祉
振
興
大
会

平
成
三
十
年
度

受受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞

おおおおおおおお
めめめめめ
で
ととととと
うううううううう

   

ごご
ざざざざざ
いいいいいいいい
ままままままま
すすすすすすすすすすす
（順順不順不順不順不不不（順（順（ 同敬同敬称敬称敬称称称同敬同同 略）略）））略）略略

山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

　

10
月
31
日
、
萩
市
民
会
館
で
、
県
内

の
社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

「
第
68
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
席
上
、
山
口
県
知
事
表

彰
を
は
じ
め
と
し
、
各
福
祉
団
体
会
長

表
彰
が
行
わ
れ
、
本
市
か
ら
次
の
皆
さ

ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表
彰

山
口
県
知
事
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
】

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

神
田　

ひ
ろ
美　

中
村　

千
津
枝

【
社
会
活
動
功
労
】

　

青
少
年
・
青
少
年
団
体
及
び

　

青
少
年
指
導
者

　

小
林　

拓
宏

山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

【
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
】

　

長
野　

光
雄　
　

弘
中　

憲
明

【
社
会
福
祉
事
業
協
助
者
】

　

近
藤　

哲
也

山
口
県
共
同
募
金
会
長
表
彰

　

共
同
募
金
運
動
奉
仕
者

　

浅
田　

信
子　
　

⻆
井　

武
彦

　

山
本　

金
生

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　

一
般
功
労
者

　

伊
藤　

貞
夫　
　

糀
谷　

政
人

　

田
中　

磐
雄　
　

怒
和　

輝
雄

　

舛
田　

一

山
口
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
長
表
彰

　

会
長
表
彰

　

亀
山　

雄
樹　
　

岩
本　

好
史

☆
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
（
平
成
30
年
9
月
27
日
の
全
国
大
会
で
表
彰
）

　

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員
表
彰

　

波
多
野　

智　
　

松
村　

勉

　

西
田　

節
夫　
　

川
戸　

三
孝

　

浅
田　

芙
美
枝　

中
𠩤　

久
美
子

　

藤
田　

典
敬　
　

木
戸　

明
子

　

弘
中　

洋
子　
　

河
村　

好
未

　

中
川　

満
由
美　

藤
井　

照
慈

☆
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

　
（
平
成
30
年
11
月
22
日
の
全
国
大
会
で
表
彰
）

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

　

内
山　

俊
雄

☆
中
央
共
同
募
金
会
長
表
彰

　
（
平
成
30
年
11
月
22
日
の
全
国
大
会
で
表
彰
）

　

奉
仕
功
労
者

　

菊
本　

凉
子

【
民
間
施
設
、
福
祉
関
係
団
体
功
労
】

	
	

8
名
・
1
団
体

白　

井　

春　

好	

（
河　

内
）

武　

居　

眞
理
子	

（
生
野
屋
）

橋　

本　

玲　

子	

（
東
豊
井
）

久　

田　

昌　

子	

（
南
花
岡
）

大　

木　

一　

正	

（
切　

山
）

井　

上　

カ
ツ
エ	
（
桜　

町
）

近　

藤　

悦　

子	
（
末
武
上
）

蔵　

田　

啓　

子	
（
東　

陽
）

下
松
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

【
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
】

	
	

	

7
名

竹　

尾　

三
津
子	

（
美
里
町
）

田　

村　

範　

子	

（
美
里
町
）

白　

井　

康　

子	

（
潮
音
町
）

橋　

本　

ゆ
か
り	

（
潮
音
町
）

小　

本　

悦　

子	

（
駅　

南
）

江　

村　

栄　

子	

（
若
宮
町
）

岡　

﨑　

み
ゆ
き	

（
西
豊
井
）

【
福
祉
員
功
労
】

	
	

	

6
名

水　

津　

礼　

子	

（
末
武
下
）

原　

田　

光　

枝	

（
潮
音
町
）

海　

津　

紀
美
惠	

（
桜　

町
）

岡　

田　

孝　

行	

（
河　

内
）

木　

村　

一　

惠	

（
切　

山
）

岩　

本　

竹　

司	

（
山　

田
）

【
自
治
会
長
功
労
】

	
	

	

4
名

畠　

山　
　

榮	

（
美
里
町
）

竹　

野　

良　

次	

（
河　

内
）

藤　

井　

俊　

夫	

（
河　

内
）

壱　

岐　

卓　

郎	

（
河　

内
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
】

	
	

	

9
名

眞　

鍋　

祥　

子	

（
桜　

町
）

〈
つ
く
し
の
会
〉

清　

木　

美
津
子	

（
南
花
岡
）

	
	

〈
つ
く
し
の
会
〉

城　
　
　

洋　

子	

（
周
南
市
）

〈
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
会
〉

田　

村　

惠　

子	

（
南
花
岡
）

〈
下
松
点
訳
・
音
訳
友
の
会
〉

大　

村　

浩　

二	

（
東　

陽
）

〈
下
松
点
訳
・
音
訳
友
の
会
〉

藤　

田　

洋　

子	

（
東
豊
井
）

〈
な
で
し
こ
の
会
〉

吉　

永　

節　

子	

（
河　

内
）

〈
下
松
認
知
症
を
支
え
る
会　

え
く
ぼ
の
会
〉

𠮷　

国　

百
合
子	

（
生
野
屋
）

〈
話
そ
う
会
〉

馬　

場　

公　

子	
（
切　

山
）

〈
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
〉
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善
意
の
花
束

香
典
返
し

古
川
町　

三
奈
木
悦
子
様
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

 

（
御
主
人
）
勝 

美 

様

河　

内　

國
井　

和
彦
様

 

（
御
母
堂
）
イ
セ
子
様

潮
音
町　

吉
原　

武
洋
様
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

 

（
御
母
堂
）
ミ
チ
子
様

一
般
寄
付

く
だ
ま
つ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
様

 

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

一
、
二
二
一
、四
〇
〇
円

と
よ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様 

五
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

六
〇
、一
〇
〇
円

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

三
三
五
、四
〇
〇
円

山
口
県
立
下
松
高
等
学
校
生
徒
会
様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

五
一
七
、六
六
四
円

下
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
様 

八
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

九
三
、七
一
〇
円

本
浦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様 

三
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

一
一
、〇
〇
〇
円

瀬
戸
内
ひ
ら
め
友
の
会
様    

三
九
、八
四
四
円

　

累　

計 

二
、
七
八
五
、七
四
四
円

　

社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
と
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
善
意
銀
行
に
忌
明
け

そ
の
他
の
厚
志
を
含
め
て
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
氏
名
・
金
額
は
ご
了
解
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
）

　
　
（
平
成
30
年
9
月
16
日
〜
平
成
30
年
12
月
20
日　

受
付
分
）

ご
希
望
に
よ
り
金
額
は

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

物
品
寄
付

マ
ル
ハ
ン
下
松
店
様 

お
菓
子

匿　

名　

様 
 

 

米
三
五
㌔

匿　

名　

様 
 

米
六
〇
㌔

匿　

名　

様 
 

米
三
〇
〇
㌔

　新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心と
して広く国民各層に献血に関する理解と協力を求
め、冬季における献血者確保ならびに一層の推進
を図ることを目的にキャンペーンが行われます。
下松市では下記によりイベントを実施します。

始めよう献血
君の勇気が命を救う

～「はたちの献血」キャンペーン～
（平成 31年 1月 1日～平成 31年 2月 28日）

☆
当
日
、献
血
を
さ
れ
た
方
に
は

「
お
菓
子
の
掴
み
取
り
」や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
配
布
予
定
。

【と　き】 平成 31年 2月 11日（月）
　　　   10:00 ～ 12:00 ／ 13:15 ～ 16:00
【ところ】 サンリブ下松 

福祉施設見学会 参加者募集
３月７日 (木 ) 
９時３０分～１５時３０分

〇福祉講座
・「介護保険について」

〇施設見学
・小規模多機能型居宅介護施設「のんびり村米川」
・サービス付き高齢者向け住宅「ねがい星」
・特別養護老人ホーム「ほしのさと」

福祉に関心のある市民

20人 ( 応募者多数の場合は抽選 )

無  料 ( 昼食は各自ご持参ください )

 ２月 13日（水）
 はがき又は電話、ＦＡＸ
  ( 住所、氏名、年齢、電話番号 )

日 時

内 容

対 象

参加料

定 員

〒７４４－００２２  下松市大字末武下６１７－２
下松市社会福祉協議会　

      ＴＥＬ　４１－２２４２ 　ＦＡＸ　４１－２３３０　

締切日

申込方法

申し込み・問い合わせ先

　
「
花
岡
地
区
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
」
は
慰
問
ハ
ガ
キ
の

送
付
、
花
鉢
配
布
、
横
断
歩
道
の

立
哨
、
高
齢
者
施
設
へ
の
慰
問
な

ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

慰
問
ハ
ガ
キ
は
、暑
中
見
舞
い
、

行
事
案
内
、
年
賀
状
と
年
3
回
送

付
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
約

2
6
0
人
で
、
ハ
ガ
キ
の
宛
名
は

会
員
の
手
書
き
で
、
心
の
こ
も
っ

た
温
か
み
を
感
じ
ま
し
た
。
送
付

し
た
ハ
ガ
キ
の
中
に
は
返
事
が

返
っ
て
来
る
も
の
も
あ
り
、
会
員

の
方
の
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　現在、市内３９か所にあるサロンでは、独自の
プログラム・メニューを準備して開催しています。
　この活動を通して、「誰もが・身近に・気軽に・
楽しく集まれる場所」として〝地域の輪〞ができ
ています。

　市社協では、サロンの立ち上げや運営支援を行っ
ています。お気軽にご相談ください。

ふれあい・いきいきサロン

サロン活動で期待される効果
　　● 「閉じこもり」の防止
　　● 「仲間づくり」の場
　　● 「生きがいづくり」 のきっかけに
　　● 「役に立つ情報交換」の場

レクリエーションを学びました あなたの地域にも

を作ってみませんか？
　１２月１４日、下松福祉センターで、「いきい
きサロン担い手講座」を開催しました。日本レ
クリエーション協会の山野井隆さんから普段の
サロン活動に活かせるレクリエーションやゲーム
を教えていただき、35人の参加者からは、「サロン
に帰ってみんなでやってみたい」との声が上がっ
ていました。

下松市社会福祉協議会　TEL 41-2242

介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
） 

一
件

リ
ン
グ
プ
ル 

一
八
件

使
用
済
切
手 

一
六
件

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
は
施

設
へ
の
演
芸
慰
問
や
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
お
話
し
相
手
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
行
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

慰
問
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
楽

し
く
行
う
こ
と
」
や
「
さ
せ
て
い

た
だ
く
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
出
会
い
、
人

の
輪
の
広
が
り
、
練
習
や
慰
問
活

動
が
楽
し
み
で
、
こ
の
会
が
元
気

の
源
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
練
習
に
励
ん

だ
り
、
会
話
を
し
た
り
と
午
後
の

ひ
と
時
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
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善
意
の
花
束

香
典
返
し

古
川
町　

三
奈
木
悦
子
様
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

 

（
御
主
人
）
勝 

美 

様

河　

内　

國
井　

和
彦
様

 

（
御
母
堂
）
イ
セ
子
様

潮
音
町　

吉
原　

武
洋
様
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

 

（
御
母
堂
）
ミ
チ
子
様

一
般
寄
付

く
だ
ま
つ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
様

 

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

一
、
二
二
一
、四
〇
〇
円

と
よ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様 

五
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

六
〇
、一
〇
〇
円

中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様

一
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

三
三
五
、四
〇
〇
円

山
口
県
立
下
松
高
等
学
校
生
徒
会
様

二
〇
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

五
一
七
、六
六
四
円

下
松
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
様 

八
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

九
三
、七
一
〇
円

本
浦
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様 

三
、〇
〇
〇
円

　

累　

計 

一
一
、〇
〇
〇
円

瀬
戸
内
ひ
ら
め
友
の
会
様    

三
九
、八
四
四
円

　

累　

計 

二
、
七
八
五
、七
四
四
円

　

社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
と
、
市
民
の
皆
様
か
ら
、
善
意
銀
行
に
忌
明
け

そ
の
他
の
厚
志
を
含
め
て
た
く
さ
ん
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
氏
名
・
金
額
は
ご
了
解
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
順
不
同
）

　
　
（
平
成
30
年
9
月
16
日
〜
平
成
30
年
12
月
20
日　

受
付
分
）

ご
希
望
に
よ
り
金
額
は

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん

物
品
寄
付

マ
ル
ハ
ン
下
松
店
様 

お
菓
子

匿　

名　

様 
 

 

米
三
五
㌔

匿　

名　

様 
 

米
六
〇
㌔

匿　

名　

様 
 

米
三
〇
〇
㌔

　新たに成人式を迎える「はたち」の若者を中心と
して広く国民各層に献血に関する理解と協力を求
め、冬季における献血者確保ならびに一層の推進
を図ることを目的にキャンペーンが行われます。
下松市では下記によりイベントを実施します。

始めよう献血
君の勇気が命を救う

～「はたちの献血」キャンペーン～
（平成 31年 1月 1日～平成 31年 2月 28日）

☆
当
日
、献
血
を
さ
れ
た
方
に
は

「
お
菓
子
の
掴
み
取
り
」や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
を
配
布
予
定
。

【と　き】 平成 31年 2月 11日（月）
　　　   10:00 ～ 12:00 ／ 13:15 ～ 16:00
【ところ】 サンリブ下松 

福祉施設見学会 参加者募集
３月７日 (木 ) 
９時３０分～１５時３０分

〇福祉講座
・「介護保険について」

〇施設見学
・小規模多機能型居宅介護施設「のんびり村米川」
・サービス付き高齢者向け住宅「ねがい星」
・特別養護老人ホーム「ほしのさと」

福祉に関心のある市民

20人 ( 応募者多数の場合は抽選 )

無  料 ( 昼食は各自ご持参ください )

 ２月 13日（水）
 はがき又は電話、ＦＡＸ
  ( 住所、氏名、年齢、電話番号 )

日 時

内 容

対 象

参加料

定 員

〒７４４－００２２  下松市大字末武下６１７－２
下松市社会福祉協議会　

      ＴＥＬ　４１－２２４２ 　ＦＡＸ　４１－２３３０　

締切日

申込方法

申し込み・問い合わせ先

　
「
花
岡
地
区
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
」
は
慰
問
ハ
ガ
キ
の

送
付
、
花
鉢
配
布
、
横
断
歩
道
の

立
哨
、
高
齢
者
施
設
へ
の
慰
問
な

ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

慰
問
ハ
ガ
キ
は
、暑
中
見
舞
い
、

行
事
案
内
、
年
賀
状
と
年
3
回
送

付
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
は
約

2
6
0
人
で
、
ハ
ガ
キ
の
宛
名
は

会
員
の
手
書
き
で
、
心
の
こ
も
っ

た
温
か
み
を
感
じ
ま
し
た
。
送
付

し
た
ハ
ガ
キ
の
中
に
は
返
事
が

返
っ
て
来
る
も
の
も
あ
り
、
会
員

の
方
の
や
り
が
い
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　現在、市内３９か所にあるサロンでは、独自の
プログラム・メニューを準備して開催しています。
　この活動を通して、「誰もが・身近に・気軽に・
楽しく集まれる場所」として〝地域の輪〞ができ
ています。

　市社協では、サロンの立ち上げや運営支援を行っ
ています。お気軽にご相談ください。

ふれあい・いきいきサロン

サロン活動で期待される効果
　　● 「閉じこもり」の防止
　　● 「仲間づくり」の場
　　● 「生きがいづくり」 のきっかけに
　　● 「役に立つ情報交換」の場

レクリエーションを学びました あなたの地域にも

を作ってみませんか？
　１２月１４日、下松福祉センターで、「いきい
きサロン担い手講座」を開催しました。日本レ
クリエーション協会の山野井隆さんから普段の
サロン活動に活かせるレクリエーションやゲーム
を教えていただき、35人の参加者からは、「サロン
に帰ってみんなでやってみたい」との声が上がっ
ていました。

下松市社会福祉協議会　TEL 41-2242

介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
） 

一
件

リ
ン
グ
プ
ル 

一
八
件

使
用
済
切
手 

一
六
件

　
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
は
施

設
へ
の
演
芸
慰
問
や
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
、
お
話
し
相
手
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
行
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

慰
問
や
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
楽

し
く
行
う
こ
と
」
や
「
さ
せ
て
い

た
だ
く
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

会
の
メ
ン
バ
ー
と
の
出
会
い
、
人

の
輪
の
広
が
り
、
練
習
や
慰
問
活

動
が
楽
し
み
で
、
こ
の
会
が
元
気

の
源
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
練
習
に
励
ん

だ
り
、
会
話
を
し
た
り
と
午
後
の

ひ
と
時
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
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10
月
18
日
、
笠
戸
島
公
民
館
で
、
笠
戸

島
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
各
団
体
の
代

表
者
が
集
ま
り
、
笠
戸
島
地
区
生
活
支
援

協
議
体
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
7
月
の
豪
雨
災
害

で
の
取
り
組
み
や
情
報
の
共
有
を
行
い
ま

し
た
。
代
表
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
各
団
体

の
活
動
状
況
や
災
害
時
の
対
応
・
反
省
点

な
ど
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
の

活
動
を
深
く
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
笠
戸
島
地
区
で
取
り
組
む
内
容
を

考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
2
日
か
ら
「
お
話
し
相
手
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

講
座
は
4
回
講
座
で
、「
聴
き
上
手
に
な

る
た
め
に
」
と
題
し
て
臨
床
心
理
士
の
堀

江
秀
紀
さ
ん
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

コ
ツ
を
、
高
齢
者
施
設
職
員
に
「
高
齢
者

の
理
解
と
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
、
施
設
実
習
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
寄
り
添
う
気
持
ち

が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
」「
体
験
談
が
聞

け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
有

意
義
な
時
間
と
な
り
、
講
座
終
了
後
、
お

話
し
相
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
始
め

ら
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、
久
保
中
学
校
で
3
年
生
の

生
徒
の
皆
さ
ん
と
1
歳
未
満
の
親
子
が
ふ

れ
あ
う
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

初
め
て
の
体
験
に
、
緊
張
し
て
い
た
生

徒
の
皆
さ
ん
も
、
上
手
に
抱
っ
こ
し
な
が

ら
赤
ち
ゃ
ん
と
笑
顔
で
見
つ
め
合
っ
て
い

ま
し
た
。「
子
育
て
の
難
し
さ
が
わ
か
り
、

母
親
が
ど
れ
だ
け
苦
労
し
て
い
る
の
か
、

十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、

こ
の
体
験
を
通
じ
、
子
育
て
の
大
変
さ
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
母
親
に
対

す
る
感
謝
の
こ
と
ば
も
あ
り
ま
し
た
。

12
月
2
日
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
下
松
で
、
下

松
市
福
祉
健
康
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
し
お
り
作
り
や
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
描

か
れ
た
用
紙
に
思
い
思
い
に
「
ぬ
り
え
」

を
し
、
赤
い
羽
根
を
裏
面
に
貼
り
付
け
、

名
前
を
書
い
て
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
し
て
、

「
し
お
り
」に
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の「
ぬ

り
え
」
が
「
し
お
り
」
に
な
っ
て
い
く
様

子
を
興
味
津
々
に
の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
し
お
り
」
と

い
う
事
も
あ
り
、
当
日
は
大
好
評
で
し
た
。

〜
進
め
よ
う
、
地
域
づ
く
り
〜

笠
戸
島
地
区
生
活
支
援
協
議
体

聴
く
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

か
わ
い
い
な
ぁ

い
つ
も
手
元
に

　
　
　

赤
い
羽
根


